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ESDとSDGs

●1992年 国連環境開発会議（リオデジャネイロ）

・アジェンダ21の中で持続可能な開発のための教育の重要性が指摘される。

●2002年 持続可能な開発に関する世界首脳会議（ヨハネスブルグ）

・我が国の提案により世界首脳会議実施計画に「ESDの10年」に関する記載が盛り
込まれる。（2005年～2014年）

◆ESD（Education for Sustainable Development）
持続可能な開発のための教育
持続可能な社会の担い手を育む教育
・人類が将来の世代にわたり恵み豊かな生活を確保できるよう、
・現代社会における様々な問題を、各人が自らの問題として主体的に捉え、
身近なところから取り組むことで、
・問題の解決につながる新たな価値観や行動等の変容をもたらす。

～ユネスコスクールで目指すSDGｓ 持続可能な開発のための教育（文部科学省）より～



ESDとSDGs

●2005年～2014年 国連持続可能な開発のための教育の10年

●2014年 持続可能な開発のための教育（ESD）に関するユネス
コ世界会議

・国連ESDの10年の最終年に日本で開催

●2015年～2019年 グローバル・アクション・プログラム（GAP）に
基づいたESDの推進

●2015年 国連サミットで持続可能な開発目標（SDGs)採択
・期間は2015年～2030年

●2017年 国連第72回総会
・ESDが「質の高い教育に関する持続可能な開発目標の実現の鍵」であることが確認
される。



ESDとSDGs
ESDは、SDGsの17全ての目標の達成の鍵

◆ESDをより一層推進することが、SDGｓの達成につながる。

◆「教育が全てのSDGｓの基礎」「全てのSDGｓが教育に期待」
ESDは持続可能な社会の担い手づくりを通じて、１７全ての目標
の達成に貢献するもの。

◆ESD（Education for Sustainable Development）
持続可能な開発のための教育
持続可能な社会の担い手を育む教育
・人類が将来の世代にわたり恵み豊かな生活を確保できるよう、
・現代社会における様々な問題を、各人が自らの問題として主体的に捉え、
身近なところから取り組むことで、
・問題の解決につながる新たな価値観や行動等の変容をもたらす。

～ユネスコスクールで目指すSDGｓ 持続可能な開発のための教育（文部科学省）より～



ESDとSDGs
ESDは、SDGsの17全ての目標の達成の鍵

◆具体的なアプローチは、学校・地域の課題やSEDの取組み方法
によって様々。

◆ESDの取組をSDGｓの観点から見直すことを通じ、自分自身の
ESDの活動に新たな意義や価値付けを行うことや、ESDの目標
を明確化することも可能。

◆ESD（Education for Sustainable Development）
持続可能な開発のための教育
持続可能な社会の担い手を育む教育
・人類が将来の世代にわたり恵み豊かな生活を確保できるよう、
・現代社会における様々な問題を、各人が自らの問題として主体的に捉え、
身近なところから取り組むことで、
・問題の解決につながる新たな価値観や行動等の変容をもたらす。

～ユネスコスクールで目指すSDGｓ 持続可能な開発のための教育（文部科学省）より～



ESDとSDGs
ESDは、SDGsの17全ての目標の達成の鍵

文部科学省ホームページより http://www.esd-jpnatcom.mext.go.jp/



学習指導要領とESD

【前文】

これからの学校には、こうした教育の目的及び目標の
達成を目指しつつ、一人一人の児童（生徒）が、自分の
よさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値
のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様
々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持
続可能な社会の創り手となることができるようにすること
が求められる。このために必要な教育の在り方を具体化
するのが、各学校において教育の内容等を組織的かつ
計画的に組み立てた教育課程である。

小中学校学習指導要領より抜粋 平成２９年３月公示



学習指導要領とESD

【第１章 総則】

２の⑴から⑶までに掲げる事項の実現を図り、豊かな創造性を備え持続可能
な社会の創り手となることが期待される児童に、生きる力を育むことを目指すに
当たっては、学校教育全体並びに各教科、道徳科、外国語活動、総合的な学習
の時間及び特別活動などの指導を通して、どのような資質・能力の育成を目指
すのかを明確にしながら、教育活動の充実を図るものとする。その際、児童の発
達の段階や特性等を踏まえつつ、次に掲げることが偏りなく実現できるようにす
るものとする。
⑴ 知識及び技能が習得されるようにすること。
⑵ 思考力、判断力、表現力等を育成すること。
⑶ 学びに向かう力、人間性等を涵養すること。

小中学校学習指導要領より抜粋 平成２９年３月公示



小学校の教科書では？

６年社会科（東京書籍）

６年理科（啓林館）



６年社会科 政治・国際編 世界の未来と日本の役割

SDGｓについて取り上げ、自分が関心をもった目標について調べ、考えを深める。



４年社会科
大切な水のために

ESDについて取り上げ、限りある
水を大切にしていくために、自分た
ちができることについて、調べたり
話し合ったりして、考えを深める。



６年理科 自然とともに生きる

環境について、ESDの視点から身近な生活場面をもとに、実践できるようにする。



環境について、ESDの視点から身近な生活場面をもとに、実践できるようにする。

６年理科 自然とともに生きる



中学校の教科書では？

技術・家庭科（東京書籍）

社会科 地理的分野（帝国書院）



中学校 技術・家庭科（家庭分野）（東京書籍） 口絵

日々の生活の中のひとつひとつの行動が、未来の生活につながることを意識しなが
ら学習できるようにする。



中学校 技術・家庭科（技術分野）（東京書籍） 口絵

持続可能な開発目標について技術がはたしている重要な役割を分かりやすく紹介し
ている。17のゴールを目指し、持続可能な未来へ向けて技術をどう活用していくか
自分なりのゴールを考えられるようにされている。



中学校 社会科（地理的分野）（帝国書院） 巻頭

持続可能な社会の実現を意識づけるため、巻頭や日本の諸地域のページ、コラムなど
でSDGｓをテーマにした地域事情が多数扱われている。



学校教育に求められること

●ESDの視点を明確にしたカリキュラム（教育課程）づくり
・教科の中で学ぶ
・総合的な学習の時間の中で教科横断的に学ぶ
（環境、平和、人権、地域課題など）

●教職員のESD及びSDGｓへの理解
・多忙化する学校（道徳、外国語、虐待やいじめの問題など）

https://2.bp.blogspot.com/-18-yVUa9j8I/XG4GuR5JScI/AAAAAAABRsg/_Yr6FL4Ny6Q4R7bHCv_lqSa1ERlszCmzgCLcBGAs/s800/presentation_kaigi_schoolboy.png


文部科学省ホームページ
http://www.esd-jpnatcom.mext.go.jp/


